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研修会

研究経過

回 期　　日 テーマ及び内容 会　　場 人数

１ ５月 21 日
「教育課程の編成と指導計画」

平山　許江先生（文京学院S学教TUV
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「cdef教育」
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| }月 1~ 日

「|���５��の育�����」

　�|���５��の生�と５��の生��と��

��　��先生（��������U
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� 11 月 1� 日

「���　���教育内容����」

　１���期の� c¡¢£許¤¥¦§¨�©と��ª

平山　許江先生（文京学院S学教TU
教育会« 22 _

５ 11 月 26 日

「���　���教育内容����」

`�教育課程の編成と指導計画�¬­���との�

�研修�¢£許¤¥¦§¨�©と��ª

®¯　°±先生（S²³�S学教TU

´µ¶流

tuvー
2~ _

◆研究指定�（1b �U◆

川¯さく^��� 若 宮 � � � 小 峰 � � � 元住吉こばと���

サ Z ラ ノ � � � 太 陽 第 二 � � � 宮 内 � � � 若 竹 � � �

川¯�ぐみ��� 初 山 � � � さ ぎ ぬ ま � � � ひ ば り � � �

宮 ¯ 台 � � � 桐光学�寺尾みどり��� 柿 の 実 � � � こうりんじ���

�よがお\���
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第１回　10 年教諭研修会

月　日　平成 20 年 5 月 21 日（水）

場　所　エポックなかはら

講　師　平山　許江先生

（文京学院大学人間学部教授）

テーマ：「教育課程の編成と指導計画」

俯瞰図番号　Ｅ１－Ⅰ　Ｅ２－Ⅰ

○主題設定の理由

　保育の理念、園の教育目標を実現するための

大きな道筋を表したものが教育課程でありさら

に具体的にしたものがSTUVですWしたがX

Y、保育のZ実を[るために\ ] ^ ] ^の教

_が、UV`実a`bc`UVdのefghを

i実にjkさlるmnですWoの具体的なpq

nrsにtuY研修しvすW

wx教育課程

y教育課程z{|}~��

��定の教育目標に��Y�����さ�た

教育��の�体W

���園教育����園�ら��に�るvで

の��的な��をもXYd�

��W道筋zp���保育理念、 ¡も¢、

教育目標が£�W¤¥¦§¨の©ª«

教育課程の表現の¬p\さv­v

�®ntのp�が¯vXYuる°、¡の±²

に��XYu³�W

´«µ¶に·¸²¹º¡の¶に»¼³の¶»

½¾¶»º¡²¿XY·る»ÀuY»Á

で»º¡mvで·る»ÂÃvで»ÄÅÆ

ÇhÈ�»ºÄ^で·る» ] ^で»É

hÆÊで»ºËさ\» Ì ÍÎ��Y·

る»Ïuで·る»º¡ÐなÑに·る»Ò

ÓをÔながらÕX³り»Ö×ÆØをÙX

YÚ³»

�{|}~��のÛÜ�ÝがÞÆØ{ßÇ

|Æをするàの道、�る道を¯め、omを

�る°をáâするW＝社会的約束
ºã園\¡mä��å²nしYuるの�Wm

Ðな ¡もを育Yvすnáâする°W

´«�る道を¯めµmm\æçèえる¹µm

m\·る¹nするWし�し、æçèえp

·りp\、o�ぞ�で±uW

º大v�な枠�みを¯めるnu²°W

�p��の表しp

園の独ã�、\じvりn�わり、�年のÍ

程を表す、áâの中身を示す、園で体験す

る°柄を示す、等W

º形にするのが大°W�教育課程�をÄら�

の形で示しYほしuW

º行XYなu園\、eßÊhをÔたり枠�み

\Ä�を参考にしYも±uW具体的な°柄

\現場で考えるWゼÞ�ら作るので\な³

行Xた°を記載しYも±uW行°等も概�

で±uW

②��園教_に求めら�る専門�の ]tz具

体的に保育を構想する力W¦STUV«

k境を構�し、活動の場面に応じた適切な

STを行²力W

�児の発達段階¿発達過程を�面�ら理解

しd遊çを通じY�合的にSTする力W

 ¡もの発達の実態に系統的な体系を�り

込Ðでu³W

到達目標z£点目標¦修�àの教育目標に

�る通過点«

�教_が持XYuな��ばu�なu力W

��遊ç��活動�を表記で使u分�るW

´«『水を出し放しにしY騒uでuる』oの

vvで\遊çWし�し先生が�もXたu

なu�ら、夏にÊÆhが出来な³なる�

ら止め±²ねW災害で水が飲めなu^が

uる±�n伝える等するn活動nなるW

º活動nしY禁止する、明Íも¿¸²n継続

するの\保育者次第W

�前後のÊÞセÖを考えるW

´«『ジャßケßで勝Xた^�ら帰る』活動�

oの前に、ジャßケßをする�oの前に

手を動�す活動をするW

º前の積み£ねn次に¡の±²に繋げる�が
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重要。

③自園の教育目標は？具体的な子ども像は？

・ゴールはどこにあるのか

〈演習〉『新卒教諭に自園の保育理念をやさST

UUUUVWSXYZ

研修会に[\]る^Y園の_`a_bにな

る。

cdefeをgる。

hij_klmnopj_k新_のqをgる。

自園の保育理念をrstug。rsjij

vwxgる。

・ugyはqz`にlmvSTn新_vST

{|]に}~e��ーになvな]XYに。

・������なp��なvな]。

・�にug`�は�s�Tv]tugXY

に。どのXYにugか�重要。

�教育��は����の園�自tX]。

・自���・�������v�\]る。

��d��教諭`S\��の��を 

・¡�な目標�教育理念 はn¢どの£t¡

�T¤^i\]る¥はな]�n園を¦\§

る`�のXYな目標に¨かi\]な]`

©ªる£もある。

«¡�な¬­を具体的な®¯に°な±る。

・教育目標は²ªtも具体³の´�tµな

る。

a¶教育��の��

·保育の理念�教育理念・¸¹のº» 

�¦¼S 

½¾の_の理¿にÀÁi\]な]か�園Â

の§nÃxの¸ÄÅ 

�Æ・ÇÈpのものになi\]な]か。�標

É・ÊËさ�な]・Ì�\]る 

理¿�Í�\]な]か��のyx・�のy

のÎeÏー�]な] 

®Ðにあi\]な]�ÑÒの保育の重Ó`

Ô½Õ 

・園ÈptなTnÖ会・子どもの×]は？

・]°Øijか・ÙのÖ会のÚーÛをÜÝS

\]るか。

・Þß�àかi\]るか。

áØijyにはnâかのã]�あi\Øij

はÍ。�のÊäをå�n¦¼g。

æ çのÚーÛはnèté[な]¥を園t行

Y目新Sさn有難さ�あij。�折り紙n

ダe�n{絵か�等n{金のな]yxは

ètはé[な] SかSnÙのÚーÛは？

èやサークルn習]¥tは体験t�な]

¥`は？�オモチdも園の物Xりè庭の

方�Íi`良]物を持i\]る。 

áyxにあi\]な]のtはな]か。

〈演習〉『行¥�園�自の活º をどYgるかU

UUUUぜひ継続Sj]？簡略³？や�る？Z

行¥を頭の中t整理gる。継続はこ�n簡

略³はこ�nや�j]のはこ�n`理由を

å�る。

子ども`教師の×]�½ÕS\]るか。

・続pるのは簡単nや�るのは難S]。

②教育��の¦¼S

�¦¼S 

�ÁぐるST変�るものtはな]�n変�

にT]ものtある¥を自覚。

¦¼S\変�な]¥を¡切。変�る勇気も

必要。

視Óをもi\�準備・¦通S ¦¼g必要

�ある。Ù年は「行¥」「表現」「ねv]」

・Þ体を]iぺんに変�るのtはなT区切i

\¦¼g。

・川を渡る方法は変�\も川を渡る¥を変�

るのは難S]。

r¶指導計画

·計画�案 k予�å�\{T¥t¦通S�

¹°�材料・費用・y¤ 

②指導計画Ø�の手¤k}ルーベル館「幼稚

園教育指導資料第½集�H3. 9 文¾省 U

参照 P. 38

③指導計画Ø�のÀÊÓk5領域n環境の構

�nねv]n内容
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●ポイント

環境の構成（以前は設定といっていた）

・物・時間・空間の構成となりがち（間違え

やすい）が、“かもしだされる雰STUが

VWX

・物YZ[\としては、]^なWが_`れる

かイabcdeるfとX

g）研修会hiのijkが前lmっていれn

opXqrなっていれn、stuvwx

ンXkがdていなyれnzrfと{する

とイabcj|るX

g）}~の�{��l�rX��の�l�rX

�^�l�いて�り{ �、� ��yて�

rX�]もが�りたrなる環境とは�

���Zな��いとしては、��し��とい

�nr�としたものjはなr��j��も

の{��� j¡|なもの{��|ち^と�

��¢l�と、�]もl£{さ¤たいか{

¥¦lするX

・§¨が]�zrか、©ª«©¬­が環境X

環境の構成lかか`って®zする（¯°j

はなr）±²の³と´µ¶の·¸の¹º

g）»iの®z

�¹ºj|ないW¼½時間が¾r¿るいはÀ

rてトイÁl_|たい�がÂdX

�ÃÄなÅÆ½»il��ない�X

ÇÈÉのÊ�なfとlËし¹Ì·¸{Íえて

�rX

���Zな��いとしては、�Î°Î°�j

はなr、�«­{ÏÐÏÐlして��ÑÒw

lなって�ÓX

ÔÕÖbÒbとしての×Ø（ÙÚÛÜのiÝ）

Þßà{áかないX©â�ãえるäåはしな

いX

・¿たり前のWはáかないX（gÕæçlè

éする、êかr見守る、補¸教諭と連携{

とる）

�]fのæç�誰{、いつ見守る�連携は®

zの始まり�終`り�

②繰り返しの¨®指導は重点指導{�さえ

るX

・最低限のW、個ÄのW、いつもと違�WX

（g）視診�誰hと挨拶{する、昨日の®z

の話{するÓX

③��い（内容）は評価j|るものlするX

・��しr��Î°Î°�jはなr��ZlX

（g）¥日もまたやりたいと言`れたいX

�� jチェvクj|るÊ�なà章jX

第２回　10 年教諭研修会

月　日　平成 20 年６月 18 日（水）

場　所　エポックなかはら

講　師　幸福　花江先生

　　　　（横浜市社会福祉協議会障害者

支援センター巡回相談員）

テーマ：「配慮が必要な子どもの保育と特別支

　　　援教育」

俯瞰図番号　D3 －Ⅰ

○主題設定のY¢

　診断の有無lかか`�ずÅÆが必要な�]も

たちが増加しているå状l於いて、�]もの指

導や´護¶Ë応は経験の範S{超えてÃÄな知

識とスキル{要しますX学校åijはÃÄ支·

教µが実施されるÊ�lなりましたX園j指導

Z立il¿る教師はそ�したå状{知り、学齢

前の�]も{学校l�まr繋ぐたÌlも、軽度

発達障害lついての知識と指導スキル{深Ìま

しょ�X統Ý´µの究極の課題と思`れる�´

護¶Ë応��他²とË象²との関係の�j発達

{]�支·していrか�の � 点{強調して学

°ますX

１Õ� の±稚園lは支·の必要な�がいない�

●以前_ったアンケbトjÈÉのÊ�な答えが

¿ったX1 人もいないと言い切れるfとl危

険{感�るX1 人 1 人l添った支·、指導{
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行っているはず。障害名、診断名があるから

支援する、ないからしないといったものでは

ない。保育者は１人ひとりの発達をきちんと

見極めなけTUならない。

VWXYZでの[\、]^もの_、`のabき

ccdefghのijklm、nのopりq

rijklmstu発達障害とvのwxyzい

る]^もを{|n`の会

}XY~から]^もの�]z|いて、�す�

す�の]^もとは��と��ていた`が�い

d診断~からq。

}X�してからも���z�の�����も

しなかった`の��は�なんとかなると�っ

た。�

���を��ている`は�い。��z���

��と��ず、 を¡�¢とが�£。

¤WXY¥、]^もが¦す_

§¨©行ªがとTないd«¬­し、®¯°±

のklk、²³´がµTないq

§¶·、¸き«Uし、¹º|き、»«Uし

§¼½ちと�Z�¾�Tない

§_¿の保{がÀÁ

§�ª、Âち|きがない

§ÃÄが�ÅÆ

§ÇのÈりのÉÊがËÃ

§ÌTÍ、ÂとしÍ、Î�しÍが�い

§ÏªがÐÃ、ªきがÑ¢ちない

§¢とUがÒい、�ÓÔdÕÖの×ØUかり

でÙÚÛ、°Ãの を¡かないq

§ÜzvÝ�ない行ª

§すÝÞßとなる、àá、âãß�

}äåのp�な行ªが見らTても、支援のæç

な]^もか^�かの見極めはÁしい。èいé

デkの¨©zXるとèい刺激zなり~z進め

るÜ合がある。しかし、^�も変化d成長q

がない、著し�ないと��た時は、発達障害

の可能性を考�る。

}]^ものせいd性格、故意、�がZZqでは

ない。`のせいd躾、環境な^qでもない。誰

のせいでもない。¢Tらの行ªは、生来Ûな発

達の特異性z起因d発達の�い、ÒT、偏り、

バラ�スが悪いqするもので発達障害のリス�

d疑いqが考�らTる。

}発達のÒTや偏り、障がいは発達の仕Úの�

いであり、èい悪いの判断をするものではない。

}診断名が発達検査の数値は支援のためのÃ掛

りであって本人の人格を左右するものではな

い。数値で]^もを見たり、診断名でレßテ

kを貼るのは偏見、差別。^のp�z支援す

るかの材料zするためのもの。

�知Ûな数値は正常yとい�]^もzは、社

会性、対人´で問題があり支援がæçであ

るとい�¢とを伝�る。

}通常d常識Ûqの保育や育児の枠では納Zら

ない。

}早期zabき、w囲の�人d`、Ä生qの適

£な配S、対±、T�d知識とUVqがあT

UWXする。支援者d`、Ä生、w囲の�人q

は、正しいÊYと対±のためのスZkを{|

¢とが�pりも�£。

}診断の[\、`のabきの[\z¾]な�、

Yでabきがあった時が支援の^Zり。_の

~zいる]がÀっている�`kmalk�z

ab�¢と。

bW発達障害z|いて

cde�Õfg、�スhkilgjkvの�

のlm性発達障害、�n障害、o意pq�

ª性障害vの�¢Tzrするst能障害

であってvのg[が通常u�®zvいて

発見するもの�d発達障害者支援w xyz{7

|行q

}発達障害z~ZTる診断名dと¬ら �yz{�q

�Õf性障害の�通する特性

社会性、対人¾]のÒT、�Û障害d�いq

§²³がµTない´、wりをºて��ない。

§小さい時、人見知りがない、指さしをしな

かった]はÈ路がきちんとできなかった
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可能性。

言葉、コミュニケーションの遅れ・質的障

害（違い）

・言葉の問題は 10 人中 10 人にある

・発語が遅い。発語の遅れがあるが字が読め

るSTUVがWXYZ[\いSい。

]^_の`[a・ba・cd・efgh・

ijーン的Sklにmれる

nopq・rs

・noがpq、tnSuめ、vwxyめるz

{x|}。

・~nに�mれるの���ST��い

・�n���Suめ、��れSい、����

�る、����のSaがある

�lの遅れ、���

・WXYZ�\Sい、�に��に�[\いる。

� �1� � ��� x���の�� Zい¡。

¢£¤¥¤の¦性

�l性

・§¨©ª«（¬、­®ST）�¯°�¡S

±²。1¨©f³�は´µが��Sい。

¶l性

�·¸

・¹º»¼が�WSい

・½�[�¾h¿½、ÀÁZSる

・Âが½るÃにÄがÅ�

・·¸がÆ�Sい

・ÇÈれueZが�WSい（É中にÄにSる

ÊがあるZ）

ËÌÍÎÏÐ（Ñ¬Ò）のÓ題ZÔÕ

Ö»×Øンjーの×´のあhÃ

・Ù会性ÚÛ人ÜÝの遅れÞいのß�め

àáâÁãが言葉のäSの�、人ZのÜÝ性

のáâÁãが�W\いSい。å�いæWZ

hがçè。

éêの言い�れぬ�安（育\に�a）の¼っ

\いW©。（相談½る場）

・躾が身に��Sい。pq、efgh、eZ

ば、その後のフォロー。

③周囲�らの育ÏのプレÁシャー、孤�n

・公¬、ê戚の集Èh等�

¢Ñ¬後の周囲の目、孤�n

⑤検査、´µ後のフォロー

⑥適切S療育の場の�足（専門機Üに�Sげ

\�場が�足[\いる）

６ÌÎ稚¬�の早ÐÛ応

Ö発達障害に�い\の理解（全職員に）

é¦性、Û応STの�識、情報x�h、身に

�³る

③ÄにSる子T�の発達Ú¦性の観察

¢»護者Zの信ÇÜÝx��る

⑤情報の提供、相談機Üの紹介

⑥ÄにSるklに�い\具�的Sアドバイス

�Öéはç須技術

７Ì集団（Î稚¬、ãラス）に於³るÛ応に�

い\

ÖÛ応の原則

・��性障害の¦性x��理解[u«�Äに

Sる子T�の発達の¦性x�る。

・弱い©苦手S©、強い©得¸S©x把握[

\得¸S©�ら指導½る。

・顕在[\いる様々SeZ（困っ\いるeZ）

に場当h的にÛ処[\�発達のÔÕには

SらSい

é得¸S©

・視o�らの記憶がいい。

・ijーン的S記憶Ú１度経験[ueZの記

憶がいい。

・納得[uÊ柄には真面目、正直。

・�分の興味Ü心があるeZに取h }。

・短い言葉�³x理解½る。

・�分のÄ¼Xxkl�m½。

・ß通[（目標）が¼\るZ活lに参加½る

努_½る。

à得¸、|WS�の、良い©xß�³、そe

�ら始める。

③苦手S©
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・抽象的な事を理解する（言葉の意味・行動

の意味・場の意味）。

・言葉だけの理解。

・未来や相手の気持ちを予測する（見えない

ものを想像すること）。

・急な予定のSTUVWXYことのないこと。

・Zい[やZい\]の理解。

・^_の意見を言葉`abする。

・cdeやfghSijklmるn動opq

する事。

rshのtuvw

・xyz{い|}を~える（�理的U��的）。

・言葉o�zす�ない（Z�X��lないU

��を��Y�え�）。

・言葉o�る\]の��の��。

・S���も���える。

・��Y行動��を�kる。（��を�kるU

�kる）

・��な��`�� Wを¡¢（£いVWを

すると¤る）。

・¥¦§¨¥©ª«`¬¤X��kるg会を

Y�­®¯�る。^°を¯ける。

・±Xい²³`´µ­¶ない。·§¸¨を¹

º���­¶る。

・»¼相hの¨§¨½¾§を¿のÀÁÂえ

る。（Ã��いる�ÄのことをÃlないこ

とiÅいの`UÃ��いるとÆいこÇな

い。）ÈÉのÊË・ÌÍを¿のÀÁÂえる。

・Î¨ÏÐvwÑ§¨をÂえる。ÒÓiÔ来

YlY�­®�kる。ÕÖ�×い¥Øvy

lUg会を¯���Âえる。ÙÚlkÄU

Ûo¯け­¶る。

Ü��Y行動のsh（とÝl Þßàáâ pã）

・�Ìの行動のä`�kるg会をY�­®¯

�z£いå|o�zæえる。

・��Y行動のçèéを探る〉正X�観察。

→今Ç`の|}のä`誤学習X�XÇ�Yも

のiÅい。¿の行動iい¯Uどういう時起

ÚるのyU¿の後どうXYy。「事�（直

�）刺激 ( Ａ )」「行為行動 (Ｂ )」「事後刺

激 (Ｃ )」「～の時 ( Ａ )」「～をXY (Ｂ )」

「～¿の後どうXY (Ｃ )」を観察すると何

故¿mをするのyi探mる。事実の観察i

大事。

※何oもX�いない時o起こることiÅいの

`Uヒ½oXない為Uお手�い等�¢と�

い。

çsh〉

・��な行動をÂえるU提供する。「押­な

い`」と否定するの`�な�U「ここo並

ぶ」と行動を�える。（xyる²³を与え

る）

・人を巻Úこ¢��Y行動や危険な行動�人

海戦術`早期o改善する。

・集団行動の早期o��な行動U望ÇXい行

動Øタ§vをÂえる。

※不��な行動iÔる�o防ぐUÔ�yl注

意するの�×。

・欲張lÄ á ¯Ä¯取z組¢。挨拶U集団

行動の大枠o�乗¶るU同じ空Toいる

（�oい�£いとすると¤mる時大S）。U

VUÛWÁなどのXn習Y�UZ[ÂえY

い事\。

]^_の`どもYちaのsh（とÝlb cád

pã）

・efや不go�h直oiえる。

・jX�や�Áな手�い�を�える。

・»ZkoなるとlいixyzU^mなnÚ

oいや手�けiÔ来る�うoなる。

・pqのrstの¿の`aのjX�を��観

�いる。

・¦u¨oな���mるの`^_の`どもを

�kることをvmÄow

xyrztW�o¯い�（{の|}v~§wp

ã）

�{の��を�け�kる。

・�Ä�を��聞�。

・実�内�気oX�いる。

・{�実��をXYいとÆ��いる。揺mる
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親の気持ちを聞いて欲しい。

・子どもの状況（発達障害かもしれない）が

理解できない不安。

・「大丈夫」だけでは納得できないS聞いて

欲しいSTUVのWてXしい

YZ[\]して

・親の^_`のabc。defgShiをj

kl。

・mnoVpqをrkl。stのuvSwい

xyz解{で|}ない。~い�いV�kな

い。

・��z�夫をde（�el]}かl��だ。

��el]���で���c�。など）

・|いW�なしVしないS�子を��いVr

k��S��をdし��。

・�れz障害を����lのではな�子ども

の���S不安��をrkS�の子な�V

安�して�qし� ¡uが�¢�l��

VS£が¤�¥きVなWていlのかを¦§

Vjkl¨©が大ª。

・dをel«会をきち¬]­けl。

・®¯«°の±²STU³は気´きのµS¶

·だW�¸¹Wてyてはº]rkl。

»¼½[¾¿^Àz°Á«°]のÂÃ

Ä（親をÅして）発達ÆÇÈÉÊをËÌのÍ

jVel。

YÎÏËÌのÐÑSÒÀÓÔ¿ÕÖ×¿Óの

ÐÑSËÌのØ|（ÙÚを聞�だけでな�

ÛÜのÝÞを聞いて��）。

ßàá発達障害ÛÜ¾¿^Àのâv。

ãäåi�æçS不è校S不就職SニÀトS

先¡自身のTUも可（苦労していlp等）

④新­½[¾¿^ÀV¤いて

H. 22 西部½[¾¿^À（向ヶ丘診½所跡）

044－ 223－ 3304

10¼Ù別ÛÜ教[V¤いて

「Ù別ÛÜ教[]は従来のÙ殊教[の�象で

はなかW� ADHD，LD，高«能自閉症など

個別の·慮が必要な子どもをSÅ常級な中

で 1ç 1çの教[oニÀズを把握してS個々

V~W�教[を提供してい�教[の在�Ý」

平æ 19 度か¸q施。

Ä今Sä校ではº。

・Ù別ÛÜコÀディネÀ^À

・校f委員会

・®¯«°]のÂÃSÎÏTU

・個別ËÌ計画など

Y幼稚 ではS£の�cV£が求c¸れlの

か。

・個別ËÌ計画

・小ä校]のÂÃS小ä校への移¹計画Ê

・親への入äV向けての面Uアドバ_ÓSä

校V£をどの��VdeかをØ|。

・サポÀトブックS総�教[¾¿^Àで

・総�教[¾¿^Àの就äTU

・½[¾¿^Àのä校説明会

第 3回　10 年教諭研修会

月　日　平成 20 年９月 10 日（水）

場　所　エポックなかはら

講　師　兵頭　恵子先生（冨士見幼稚園主任）

テーマ：「3・4・5 歳児の育ちを考える――　

　　発達の連続性――」

俯瞰図番号　C1 －Ⅲ　C3 －Ⅳ

○主題­�の理由

ã幼児iの[ちはS山è�]似ていlのかもし

れ��¬。¦歩¦歩S今の足µを踏yか�cな

が¸S次の¦歩V前進してい�。eな}ちS乳

児iか¸３歳児。�して４歳児か¸５歳児へ]

発達のÂ続性V�い前V進¬でい�子ども�

ち。�のÙ性をふ�kなが¸幼児iな¸ではの

äびをZ[の中で¡かしてい�。�¬なZ[の

fgをjk�しょ�。

○なぜ今５歳児か

・5 歳児の無償化S義務化が提案�れていl。
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認定子ども園の設立

　保育園における５歳児の指導要録の義務化と

いうような動きがあるなかで、幼保の足並を揃

えようとSるTUもあるV

W５歳児保育のUXY、Zが[要か、５歳児の

\育と]^

_`abacd幼児efghijをklえ、m

nをoYp　h\育要qrstu

W５歳児の保育をvえwx、y歳児、z歳児の

保育もY{か|vえな}p]いけないV~�

`���あ|きで]いけないV子どもの�を

保育�がUoY��SるV

W��で]子どもをefY、子どもをどうUる

かが��にな{p}るV

������

dい{Y�に��うよ�　�え�う���、

５歳児g����

W�� ¡立幼¢園、£¤ ¥¥ ¦

W11 §¨のd子ども会gに©けp、ªY«を

５�¬­の®¯a°で±Y�い²³立pるV

W­´µを¶う®¯a°h·®¯a°uの¸動

をoY¹ºW»¼の�をよ³とるV

�½¾

W�¿·ÀÁの子¬­®¯a°、­´µを�

るÂとになる

W�¿ÃÀ­´がÄÅにÆ{p、動«園Ç¶

き、おÈÉをÊËるというÅÌa

�aにÍlる

W�¿yÀ·­のÁの子がおÈÉをÎÏでÐ

|ÑÒる

W�¿zÀおÓÔÕがÖる×a¯にØ子Ùを

並Ë、ÚÛをÜ}る

W�¿５ÀÝÞをÑÒると·­の子がUpい

るdおÓÔÕがいwßがいいÕ

àáないgdÝÞâかãいいのäg

dでもおÓÔÕがいwßがいいよg

dàáあåæpきpよägç×a¯

をèéªY泣いpいるのかと思{

wã、おÓÔÕを�勢åæp}るV

W�¿６À看板をÜ}{pいると、®¯a°

で·­の子が�ãずに違うÂとを

YpいるVそYpケン~になるV

ç保育�]、ごÒÕねと言{pい

る子にdZか悪いÂとYwの^g

と聞き、怒るÂと]悪いÂとで]

な}、言いßに�をÜけるとよい

と�えるV

W�¿¬À最後lでおÈÉをÐãなか{w·

­の子がÐ|ÑÒると®¯a°の

子が応�SるV

W�¿８À子ども会É日のようS

����を³w感想をとな|の­と±Y�うV

　hÃ、y­が発表u

W�ãÔæpいるので]な}、自主的に�{p

いるVゼロかãÐ{pいるので堂々とYpい

るV

W自分の思いをき�ÕとªYpいるV

W言いßが強いâけで怒{pもよいと保育�が

U逃Ôずに声をかけpいるVhごÒÕねを言

えばよいので]な}u

�兵頭先生よ|���の読³と|

●個の育�

W集団のなかでの個の育�の素晴ãYÔ、Âæ

]y歳のxかã�{pいなけæばできないV

Wどういう保育が[要かVç子どもの±を聞

}、本Éに聞いpあげpいるか、Âæ]保育

�との信頼関係ができpいないとできないV

ç個の育�に�{pいる保育をYpいるとい

うÂと

W子どもの読f¼、聞}¼を養うVç聞}�±

S�があ{p、自己確立ができるV

●友â�との関わ|

W±Y�いç自分のTUを言うÂと、­のTU

を聞}Âと、±Y�うÂとによ{p違うTU

があるÂとを知るV

W刺激を受け咀嚼Y自分の文化にSる

W�える、\えあう、»¼Sる
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・情緒の育ち（ケンカ）→公平で豊かな大人の

関わり、折り合うことの大切さ

●つくり出すこと

・創造性（イメージ）がなSTUでVなWXY

Z[\]、^T_`aでVbcdがeb（つ

くり出す→fghijkb）

●lVbmnのopのq

・YZ[なrで]のst、YZ[のqがなST

UでVなWX

・q\合uiWbv育_hiWbか

・v育w]x\yzbでe{う|のこと_}~

\�WerわhiWbX|_��q、���

イ�が���\合uiWbか

・こT�での�Z、�Zの�\育im|lがW

bかrこ^出�iWbX|l��の��関�

�う�くWuiWb�X

���|lの��とり_�Wi�z�����

第 4回　10 年教諭研修会

月　日　平成 20 年 11 月 19 日（水）

場　所　国際交流センター

講　師　平山許江　先生

（文京学院大学人間学部教授）

テーマ：「幼稚園教育の内容を深める」

俯瞰図番号　D1 －Ⅰ　C1 －Ⅱ

�]�n\

・こTかrのv育]l�Tiかrの _¡rな

くi]なrなW（¢�で] £Zかrで¤かu

mが、¢]¥¦）

§¨©ª[«

・©[«¬出lかr­®¯°{�でX（±l[«¬

l² ­³´くrW�で）

・ª[«¬l² ­®¯くrWかrµ¶·¸¹·

º（»·®¼]½¾\¤ui¿なb）

→ÀちÁÂ\関すbp_��と、とi�ÃÄ

（Åj）\なbX

→®ÆくrWの®]ÇÈ¾で]·É«

Ê¨©[«のËÌ_vÍすb�の

・ÎÏÐÑン（­ÒÓ­、�イ�のtÔ·w）

ÕlÖ}×Ø→Ù育wのÚÛがÜÝÞXßの

tÔ¤りà ­ ®×くl�TiWbとjkbX

l�Ti ­®]áâのã\Wb¤う\���

_Ù育すb¥¦がebXä_åり育iiWく

ことX

・æçÏ�è（­ÒéÒ）

�タッチメンÐ（愛着）Õ母�間の温かW絆

特定の人と緊密、情緒}な繋がりが大切X多

くの場合]母X（¥ずh�母で]なW特定の

Ù育w）

愛着行tのカテゴリーと行t例

①Ë�行t¬泣V、微笑、Ë声

②定位行t¬注視、²追W、接近

③能t}身体接触行t¬¤�登り、抱VつV

hが�つV（���の側かrの行t）

愛着のËÌ段階

第 ­段階¬人Ôの識別_伴わなW定位とË�

（出lかrl²８µ ­2週�で）

第 2段階¬­人�m]数人の特定対象\対す

b定位とË�、人見¡り（­2週

µ é³´）

第 £段階¬Ë�á¤z移t\¤り特定対象へ

の近接の維持（é³´µÊ、�才）

第 4段階¬目標修正な協調性形成（£才º²）

愛着対象が常\^U\Wなくi

�^のイメージ_思W浮かべb

だSで安心すbことがでVb¤

う\なbX

※第 4段階（£才º²）が¹園�\なuiWb

意味がebXËÌのo礎がでViWTU、親

がWなくi�安心でVbX絆がつくrTiW

bか�うかX

�¨ËÌの課題

「ª[のËÌの姿]、大筋で見TU、�のª

[�共通hm過程_m�bとjkrTb」
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「幼児一人一人の発達の特性を理解し、その

特性やその幼児が抱えている発達の課題に応

じた指導をすることが大切である。ここでい

う『発達の課題』とは、その時期のTUの幼

児がVす発達のWにXYZて[\]^ている

課題のことでは_い。発達の課題は幼児 `人

` 人のWをabcることにdeaいf]^る

そ^g^の課題である。h幼ijklmn解

op q3r s 3tu

発達のv時期には、wx_発達をとyるたc

に達z]^ることが期{]^る課題がある。

|この時期にやる}~ことを�える。発達�

�を��して課題は�え�^_い。

��������h`�t3uにdる�幼児期の

発達課題

���を��すること

����を�}るdうに_ること

��すこと

��を��にして�Uこと

 性の¡いを¢e、性に£する¤¥を¦§¨

©ª理«¬\を­ること

®¯のや°会にbいての±²_³´を�zす

ること

µ¶·、¸¹、そのºの人と»¼«_½¾b

~を�zすること

¿ÀÁのÂÃとÄÅをÆにbÇること

��児hÈÉ«ÊËu

ÌÍのÎいがÏる。ÌÍのÐeはÊËで~る

¯のにÑこÒ^ている。

�幼児hÌÓu

ÔうやるとうÒUいUÑ。hÕÖにÓするこ

とは_いが×uやØて¥た�ÙÚた�Û。

�児ÜhÝÞu

ßàをáる。sをするとえ�いâ

�Îãhä一性u

_eたいÌÍにåYる。æ^の¯のにçèU。

h一é]Zdうとするu

☆幼児期には

�Ì己肯\感、ポジテ�ブに評価するh逆は×u

�Ì己主張、h第一反抗期uÌÍのやeたい¨

がÙÚ_U_るhº者の統制u

�Ì我：人との関係でÌÍを¢ること

　図

�Ôう評価]^たÑで次の�動がåYる。評価

にdØてその子をダメにし_い。

保l者がÔう¥るÑはºの人が¥るde影響

が大~い。

�その¨がÙÚる、ÙÚ_いでは_U、ÙÚ_

Uて¯乗e越え�^る力をbÇる。

�ª~ぬUたcにへこた^_い力をbÇる。

�こ^Ñ�の人ªは、ÙÚ_い¨�¢�_い¨

とのÙ会い。ÙÚ_い、¢�_い¨ばÑeの

中で暮�していU力を！

�有能感に満ちた「後伸¾
4 4 4

」する子Ô¯に。

４、°会性のlち

hいざこざu

�¯のの所有h幼児期に最¯Tいu

�一方の子Ô¯Ñ�º方への不快_言動hÆ

運動遊びの上手･下手に
ついての社会的評価

運動遊びの上手･下手

運動をする機会の増大

運動をする機会の減少

パーソナリティ

自己概念 行動傾向

積極性・活動性
運動好き

劣等感・消極性
運動嫌い

有能感

無力感

表 `-`　エリクソンとピアジェの発達��と発達課題

時期 エリクソン〈核Å«葛藤|ÈÉ«STU ピアジェ

�児

VW感X期〈ÈÉ«ÊË£不Ê|YZU
¨�の[\性�]^_能性Ñ�`º者やÌ
己の能力にÊË感を抱~`aÚにYZを¯
bdうに_る。

感Xb動«¢能期　
c�«_£dにeÏするdうに_
る。

幼児
fghi期〈ÌÓ£jとkl|mn力U　
¥oÑ�のmnで�動をpq�統制し`º
者の統制にjとklを抱Udうに_る。

rst期　
�言uをはじcとするvwをxう
ことが_能に_る。

�³´yの能力が発達するが`Î
�が¢XにlY]^る。

z動性{期〈Ì発性£|Á感|T«U
T«達zに}ÇてÖ~をたてて��しdう
とする。°会«に��]^_い�動を��
するメ����としで|Á感がªÒ^る。

児Ü

��期〈ÝÞ£�â感|��U
有�_t���¦�や��との�動 �にÝÞ
に�e�¥`能力を�­する。

c�«st期
c�«¨dの_Ñで`�理«Î�
のÈ� � ���関係�� �がbU
�^る。

Îã

Îã期と��期〈ä一性£ ¡¢£|¤¥U
Æ�のz¦�性«§動�¨©に関するª¥
を«Ûする_Ñで`Ì己のª~方をp¾`
ア¬­ンテ�テ�を�zする。

�®«st期
あ�¯る_能性を`�理«Í°に
dて±²する能力を¯bdうに_
る。

��
³いz�期〈·´£µ¶|愛U　
µ¶の原因と_るÌ己中Å性を寛服し`伴
侶とz熟した愛»関係を築U。

壮�
z�期〈ª殖性£停滞|世�U
Ì己実現を留保して 子̀Ô¯をáelてる。

老�
円熟期〈Ì我の統X£絶Z|英¢U　
健康��力�°会«_諸力の衰えに�応し`
人ªの½末を受Ç入^る。
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体的攻撃、非難、悪口、妨害）

③意図の誤解

④遊びの中のイメージの違い

原因「自我の芽生え」+「所有意識」の発達

（いSTS解UのVWのXY）

Z[\]^_`aのbcdbefghijえ

klmn

o自pqr_stいのuvwxyzd{|}

~��いi��klmn

③��解U��_��の解U��d�いfの

�識i�z、�li��d����mn

④自p��_自�の解U�i�体的����

w�いT���`ad�えm���n

xyz�「T��」+「 ¡」

¢£遊びの¤

Z¥¦§�い ¡_¨©��kªi¡�§V

�«�i¬ー­�®fいmn

o ¨©遊び_¯の°±��²違{遊びi§f

いmn

③³´遊び_¯の°±�の遊びiµWfいm

¶、�の遊びd·¸的d¹º§�いn

④» 遊び_¯の°±��¼½¾{�遊びi

§fいm¶、stいの¿À¶�いn

ÁÂ�遊び_¯の°±��ÃÄd遊び、会Å

w遊�のÆ§Ç��±stいの¿À²È

m¶、遊びの中�の²e���§V[\�

ÉwÊËの�ー�¶�いn

ÌÍ¼遊び_¯の°±��ÃÄd遊び、ÎÏ

の中�の[\�Éw�ー�¶®klmÐ

Ñ�遊びn

ÒZÓ④のÔÕの遊び�Ö×n

Ø£Í¼的�遊び�Ùび

ÚーÛーÜ­Ý¾�メÞßーÜ­Ýià

áâ�§fのãäi�}eV�åeV��m

¼½æ的i��、ç�`è�mn自�の��

ª��²�}çの意®i�いV�¶{|}い

}経験nチームの中の自�i意識�mn

７£諸外国の保育の��

¯の国�²日本�²jえkl�い日常、保育

¶Èmn日本�の保育i振�返m良い機会�

�mn

第 5回　10 年教諭研修会

月　日　平成 20 年 11 月 26 日（水）

場　所　教育会館

講　師　柴崎　正行先生

（大妻女子大学児童学科教授）

テーマ：「幼稚園教育要領の改訂について」

俯瞰図番号　E1 －Ⅱ　B3 －Ⅰ

１£今回の改訂の背景

（ÒÔ代の変化d¾ef ¨0 年ご�d改訂§f

いm）

Z教育基本�の改正�幼児Õの教育のÖ×さ

社会的スキルの質問項目

．主張スキル

　　　自分から仲間との会話をしかける

　　　友だちをいろいろな活動に誘う

　　　不公平なルールには適切なやり方で疑問を唱Tる

　　UVに友だちをWXる

　　不公平なYいをZけ[と\][ら^_`にaのbとをうcX話d

．自efgスキル

　　仲間とのいhbhijで^自分のklちをmnopールdる

　　仲間とqrし[とsには^自分のtTをuTvwりxいをWける

　　yz{|v}^k分を~{ないでklち�Xa|をZける

　　仲間からいやなbとを��|v}^適切にq�dる

．��スキル

　　��|なXv}_`の��いをdる

　　_�での活動に自分から��で仲間の��いをdる

　　�に�る��や_�を��ける

問��動�社会的スキルの問��の質問項目

．不����動�動

　　　不��で�る

　　　����で�る

　　　a�a�し[り^�ち�s�ない��動で�る�

　　　scりや��を らない

．¡¢£¤¥¦�動

　　　{§しaうにしvいる

　　　仲間との¨§に©ªしない

　　　«の¬­}[ちと®¯にいるとs不°aうで�る

　　　±とり¨§をdる

　　　²しaうで�¢[り^³{´b�だりdる

．µ¶�動

　　　«の¬­}�しvいる¨§や活動の]·cをdる

　　　¸や物にµ¶的で�る

　　　«の¬­}と口論dる

　　　か�し·X}ちで�る
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（平成 18 年 12 月）

・家庭と幼児期の事を盛り込んでいくことと

なる。（第 10・11 条）

・10 年ごとの改訂だったが、教育基STの

改訂UVいWXこととなった。

YZ[教育Tの改\]幼^_`abc成の基

deくり（平成 1f 年 g 月）

hi会のjkUlmnる]改訂

opqrst_Uuvnる]w育xyのz{

k]改q

|z{k}~�で`なくz{といX事`��の

_で�����いなく�`な�ない。

��w育��と��改訂��た�

�abc成の基dの基d

家�の��をsX���いく�

�幼児期U家�U����いる��を��こ

とが�の�q�を��だn。

Y�月の��会U家�の��を��る�Xな

� を¡���いく。

hW事を~��家�と¢�んだ£い¤が¥る

�Xなuvを��いく。

ow¦§Urstの成¨を��る©ªな� 

を«¬U��いく。

・W事の£い¤`家�の­�を��で®る¯

°の事

・±で²³る´µ¶·を家庭U¸¹nる。¤

ºる�¤ºない�»、¼の期½Um��い

る�sX�で`ない。

・¾¿りtÀÁ�をÂXのUÃÄ。

�abc成・aÅÆÇの基d

ÀÈ�とÀ¹をsXÂっ�いく�

�ÀÉなりUÊりËÌるÍÎ�ÊÏ成�をÐ

ÑXことを°事U��いく。

・�Ò児の第ÓÔÕ期のÖ×（Ø`ÙÒÚ）

のWÛ`、Ü`Ýっ��でÞXく�いの¹

ßのàなá�をâ

Yãäのåでæ第UÀçを¸èで®る�XU

援助��いく。

・友だちとのÆÇでÀÉの£いが~�ないこ

とを�る。（調整��いく力）

hÀÉの得«なことが友だちÊ先�Upめ�

�る機会を°事U��いく。

・遊びÊ�活のåで、àÑり��pめ��る

ことが°事。（他のaがpめ�く�るtの）

o¾互いの得«なことが���合�る�Xな

クラ·eくりを��いく。

規範«識の芽��をsX育んでいく�

�規範«識`�活Ê遊びで¾互いの主³を調

整nると®Uc成��る

・ルールがある��守るので`なく、¾互い

U調整��いく事が°切。ÆÇのåでの

ルールの必Ä性

Y¾互いが気�ち�く�活nるためU`sX

WÛnるべ®�を���いく

・“片付け”のルールが先U決àっ�いると

ÀÉのtのを片eけ�終ÑりといX�X

Uなる“¾互いが気�ち�く”といX事が

°事。“°jそXな所`手�¾X”とnる。

±でÊると早くで®�、気�ちいいといX

��。言Ñ�た事だけをÊるので`なくÀ

Éで考�る力をâ

h�んなで¢�く遊ぶU`ルールを�くるこ

とが必Äなことを���いく

o¾互いの気�ちを調整nることでãä�活

が成りÈっ�いくことを��る。

協同性の獲得をsX育んでいく�

|協同]同じ目的U向�っ�協力nる

�活Û�なが�目的を�んなで共有��いけ

ることが°事となる。

Y試W錯誤Ê葛藤を繰り返�なが�目的を�

現��いくことがで®る。

hその過程で¾互いU協力nることÊ役割É

担nることがで®る。

onべ�の参加§の存在を°事U�なが�展

開nることがで®る。

・1aが決め�、そ�U従XといXので`な

い。

・協力��いる�、l»�を探る

・Ó緒U遊んでいる��協同性があると`い
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えない。

・1人より皆の方が力を発揮できるという体

験を！

●小学校への学びの基礎

身体活動による豊かな体験の重要性

※情SがTUVるとW動にXYない。活動Zな

が[\]を^_Uる`とがab。

cdefの体験が人ghiの基礎となり発j

Zkいl

mdefの体験がnのoの学pの基礎となq

kいl。

・よl動l体をrlqksl。体でtえku

をvqkwえるbができるようになる。

xyzびな{の身体活動が|}と~�な�活

���を���Zkいl。

�体験の豊か�と��が動か�����る体

験を���Zkいl`とで�る。

・体験がないと��の���iり��ないb

��る。���性の���

※����bな{~�な�活���に��が�

 るの��¡¢の活動£の¤¥と¦§を¨び

kいる©¢の¤¥。ª«�活�¬�活で�­

®U¯要が�る。°±�²±をvうzびで�

なl体をvうzびを！¦§を¨びk体を動か

Uと³�る´�る。µ¶が活発になるとs·

がUl¸の¹º�。

※^»`{�¬な{��¬«が¼[�kいる½

¾を­®U¯要が�る。�¬«の¿��

ÀÁによるÂえÃいを{うhiZkいlか

c�が動きÂえ�lなるような活動とのÄÃ

いがÅる`と。

mÆÇのÈいをÉÇにÂえ[�ないときにÊ

ËÌÍÎÏÐとなる。

・力Ñlで�なl{のようにÒ°にÂえるか

xÀÁで{のようにÂえ�ÓよいかをÔÕが

Ö×Zk�kØ^Zkいl。�ÙZÀÁの

Ø��

�ÚZいÙÌÛÜをÝ�Þえ�ときにsßい

{うÈq�かを�qk�[う。

・皆のàでÆÇのÈいをÂえる�ÀÁ�áで

なlâã�äåæçèéêな{で�体で表

¹Uる`とができるとÀÁでÂえ�lな

る

・聞l力を育kる。ÛÜ�áでなl��り聴

かY�Wう�年齢に応 k�

→“学ぶ態度”が培わ�る。

※文字にrいk

・Û�線画�が描áる子�字�かáる。Èq

�線が書á�êÍç�çがÙYるb。

�育指導に{う取り組むか

c身体を動かU`とによqk�欲を感 [�

る�活���にZkいl

・散歩な{の活動�気Ç転換に�なる�

m和Ìかな雰囲気で±�Ì友�ちと一緒に�

べるÚZ�を�わう

x一緒に�べる`とÌ野菜な{の栽培を通Z

k様々な�材に関�を持r`と

・様々な�材にÄ会う機会を！給�に繋げ

る。

・体調に応 ��b�a切�保育指針�

�ÆÇ�ちで準備Z�り片付áる`とにより

�\]を整えようとUる

※`�までにWqkき�`とをØ^Zkい

る。aきl変わq�わáで�ない

３．特に留�Uるb項とZk改訂���点

※障がいe→特別支援eとなる。障がいが�

るなZに関わ[ず�診断名�支援の¯要な

子{�という��。

※Wqkいるb�殆ん{変わ[ない�今まで

と�d稚¬と高校が加わq�

c¬の�活とzびを通Zk集団の中で指導Z

kいl`とが基Üで�る。

m個々の状態に応 k指導Uる内容Ì方法を

wえkいl`とがabになる

x特別支援学校¸の専門ªとの連携により個

別の指導計画ÌÔ育計画を作i

・長fのÔ育指導計画がa切。Wl±々で指

導方針が変わ[ないように。

�}Ô職員の共通理解と協力を基に組織的に
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取り組んでいけるようにする。

小学校との円滑な接続をどう図っていくか

①幼児期の豊かな体験や話を聞く力の育成が

学習のSTとなっていく。

UV幼小のWXYがZ[\]^_`をするa

とかbcdていく。

efどghigZ[\jkや期lをmくaと

やn育力をoうようにする。

pqrくなるaとsのjktuvw\hいx

yz{のV幼小|}~�会を��\����

�で��な��を��る。

�かりV育をどう����ていくか

①幼児の��の��を��\V育��やW育

��に��\ていくaと。

U学���と�かりV育の���とが�接な

| を図っていくaと。

e¡¢との�接な| を図りV£�の¤�を

��\ていくaと。

y¥��を¦§に\z{の¨©を��するな

ど組ª«p¬­«に取り組®aと。



¯f育て°±²³¤がでrる°±で´なくf

育てと³¤のµ¶の°±

①¡¢に·けるf育てを°±\¸f¹ºを�

�\ていくaとがS»で¼る。

Uf育ての½り¾を¿に学ÀÁÂを¿にÃk

るÄやÅ会をÆÇ\ていく。

ez{の¸fがÈ会いfどghiが成Éでr

るÄやÅ会をÆÇ\ていく。

yz{に��をÊË\f育てを°�ÌうÍÎ

ÏÐÑÒÓくりをÔÕ\ていく。

pÖ×Ø児の¸fÙØ´t話�るÚÛがでr

るという¤がq¤。

p育児]ÜがÝ�hbÞんで´ßàtáb�

なくて´。

pfどgに接するâtq¤な¤´É�で´な

くãäi。

påæのØでÈçるaとをèう。まわり（z

{）とのÍÎÏÐÑÒ。（○○に困っhb

○○sèくとよいとわかるz{性）

pf育ての~働。


